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１．勤務評価の給与への反映は学校現場のチームワーク

を阻害するため、行わないこと。

１．勤務評価の給与への反映は職員団体と十分協議しな

がら進めること。
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県教委が｢勤務評価を給与に反映｣

させようとしています

岐阜県でもすでに、ＳＡＢＣＤの５段階で勤務評価が勤勉手当に反

映されています。それを知らない方も多い中、なぜさらに給与まで反

映させる必要があるのでしょうか。そもそも学校教育は、教職員が集

団として子どもたちにおこなうものであり、教職員個人を評価するこ

とは教育の現場にはなじまないと考えられます。

今以上の勤務評価の反映は、「成果をあげようとして今以上に長時

間勤務となる」「育児や介護のためや、体調が悪い時に休んだりする

ことがはばかられるようになる」「子どもたちの成績その他が評価の

対象となると考えて、厳しい先生ばかりになってしまう｣などの恐れや、

「管理職はすべての先生をきちんと見ることができるのか」などの不

信感が強まる恐れがあります。

民間では、「先輩が後輩に何もアドバ

イスしなくなった」「失敗すると減点さ

れるから自分から何かやることはしない｣

といったことが起き、成果主義を取りや

めた企業もあります。私たちは、「勤務

評価を給与に反映」することは、「より

よい教育にマイナスとなる」と考え、強

く反対します。 モチベーションが下がら

ないようにして下さい！


